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会長挨拶 

 

 

事務局：公益活動補助金は、昨年度創設された補助金です。改めて確認させていただきます。 

補助金ですので、申請のあった事業を実施するための直接経費が対象ということになります。

ただし、備品等財産の取得に関する経費、食糧費及び社会通念上補助することが適当と認めら

れない経費は補助の対象となりません。 

収入につきましては、北広島市補助金等交付規則により、補助事業等の完了により補助事業

者に相当の収益が生じると認められる場合、交付の目的に反しない限り、交付した補助金の全

部又は一部に相当する金額を市に納付すべきとなっております。例えば、印刷物等物品の頒布

収入、事業実施の際に参加料を徴収した場合とか、事業に対する寄付金・協賛金等、事業に係

る受託費などについては、補助事業による収入となります。 

事業による収入があった場合、補助対象経費は、事業費から収入を差し引いた額になります。 

また、事業収入に関しましては、次のような書類等の提出をお願いします。印刷物等物品の頒

布収入につきましては、販売実績（購入者、数量、金額等）が分かる帳簿等を提出していただ

きます。事業実施により徴収する参加料については、内容、時期、参加者氏名が分るもの。事

業に対する寄付金・協賛金等については、領収書の控えなど。事業に係る受託費などについて

は、契約書の写しなどが必要となります。 

次に、事業実績報告についてでありますが、領収書のないものについては、補助対象外とな

ります。ただし、公共交通機関等を除きます。支払に係る証明書類は、日付、支払先、宛先、

内容等が明確でなければならず、宛名の無い領収書や上様という領収書や、購入・支払内容の

不明なものなど、確認が出来ないものは補助対象外となります。 

事業完了後は、補助事業完了から５年間は、補助事業に関する帳簿及び書類を備え、整理・

保存しなければなりません。財政援助団体に対する監査の対象にもなりますので、その場合監

査を受けていただくこともありますので、ご了承願います。 

応募の手引きからだけでは分かりにくい面もありますので、不明な点は行政推進課にご相談

願います。 

以上、補助金に関する注意点の説明を終わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平和５７５実行委員会 

 

昨年は終戦 65年という年にあたります。この記念の年に、私たちは、俳句・川柳、又は絵手

紙・５７５によって平和の大切さを証言していただいて広く市民に訴えたいという趣旨で、平和

５７５というものを企画しました。内容については、昨年の８月 11日から 16日までエルフィン

パークで平和５７５展示会を行いました。 

目的としては、市民から平和を願う作品を公募して展示会を開催することです。公に認知され

た市民運動として活動すること。実行委員会形式で進め、最小の費用で最大の効果を挙げること。

平和団体としては、北広島九条の会の後援をいただき、札幌俳人九条の会からも協賛、協力をい

ただきました。初めての取り組みでしたので、予測できないことも起こり、予算 104,600円に対

し、決算は、150,628円となっています。補助金の申請は、50,000円で申請しています。 

目的を達成できたかについては、高校生から 90 歳までの方々に、絵手紙・５７５を含めまし

て、225 点を投句していただきました。市内ばかりでなく、札幌近郊の方から投句していただき

ました。上野市長、白崎教育長や俳優の富士真奈美さん、加藤剛さん、九条の会事務局長の小森

陽一さん、壺俳句主催の金箱才止夫さんからも投句をいただきました。８月実施のときには、隣

接会場で市主催の原爆写真展を開催しておりましたので、エルフィンパークの会場を半分に分け

て使用しましたので、片方の展示を見に来られた方が両方見ていく状況がみられ相乗効果がでて

よかったのではないかと思います。 

準備段階を含めて、北海道新聞に４回記事が掲載されました。当日は、受付でチラシが約 400

枚配布できました。また、「俳句を作ろう」というコーナーを設けまして、作品を即時に展示し

たとか、終戦記念日には、憲法の紙芝居、九条カルタ、大学生による管楽器演奏なども行なわれ

ました。北広島市は平和都市宣言を行なっているまちなので移住地として選定したという人が来

たり、戦地での体験、銃後の生活を苦渋の思いで聞いて欲しいと語りに来たご老人も２人いまし

た。 

８月以降は、九条の会の総会会場に作品を展示したり、５月３日の平和の歌声喫茶の会場にも

一部展示させていただきました。 

自立に向けた今後の方針ですが、今年は実行委員を中心に俳句研修会を開き、実力を磨きたい

と思っています。今後につきましては、財政自立の件を含めまして検討していきます。 

 

《質疑応答》 

質問 鑑賞者数について把握していますか。 

回答 配布したチラシは 400枚で、400名は確実に鑑賞しました。それに 50名ないし 100名の鑑

賞者がいたと考えています。 

質問 応募数 225点となっていますが、すべて展示しましたか。 

回答 すべて展示しました。 

質問 展示するときは、個人名としていますか肩書きとしていますか。 

回答 個人名としています。 

質問 30回以上の活動が行なわれているが、実質どの程度の仕事量になっていますか。 

回答 会合、打ち合わせについては、平均５人として、延べで 150人程度になります。 

質問 1回の時間は平均するとどの程度になりますか。 

回答 平均２、３時間です。 

質問 予測できないことが色々あったということですが、主なものはどういうことでしょうか。 

回答  会の人がみな俳句を作っていたわけではないので、俳句なのか川柳なのかわからないこと

があり、本人に確認したりしました。 

質問 そうした内容が多かったということですか。 



回答 当初、実施方法に関して明確になっていなかった。こうしたことをやりたいねということ

から始めているので、話し合いを進めていくたびに様々な意見やアイデアがでてくるとい

う意味で、何もかもが新しいというような状況でした。 

回答 初期の段階では、運営をどのようにするかといった点で悩みがありました。団体の集合と

して実施したほうが良いのか、実行委員会形式としたほうがよいのか。実行委員会形式の

ほうがスムーズにできるということがわかりその方式をとりました。 

 

  



北広島九条の会 

 

申請した内容としては、市民が語る戦争体験誌、「バトンタッチ」と命名していますが、この

小冊子の発行について申請しました。 

九条の会は、2007年に創設され、月に 1回程度の例会として、色々な方のお話を聞く会を行な

っています。初めは、憲法に関する話などを大学の先生などからお聞きしていましたが、その後、

市民が体験した戦争、それは戦場体験もあれば、銃後の体験もありますが、市民の方に例会に来

ていただいてお話を聞こうということになりました。徐々に例会は、戦争体験を聞く会に特化し

ていきました。初めは、一般の市民の方々とお話を聞いていましたが、ただ聞くだけではもった

いない。また、この話を聞き流していたのでは、のちのちの人に伝わらない。何とか記録に残し

たいということから、小冊子の発行をしようということになりました。また、戦争のことを知っ

ている人たちは高齢で、お話もできなくなりつつあることから、今のうち、元気なうちにお話を

聞こうということになり、幅広く市民に呼びかけていきました。そして、体験記を発行するまで

こぎつけ、第１集を 2009 年に発行しています。ところが、発行するのに経費がかかり、会の財

政も苦しく、はたして続けられるのかという疑問がありました。しかし、昨年、市で公益活動に

対する補助制度が作られたということをお聞きし、市にお願いいたしました。２冊発行すること

にし、１冊目は 2010年８月 15日に第２集目を発行、2011年３月 1日に第３集を、それぞれ 1,000

部づつ発行しました。 

発行していくために、毎月の例会、戦争体験を聞く会がありますが、そのほかに昨年８月に、

北広島市の戦争遺跡を訪ねるバスツアー会を行ないました。この会には、市民の方 35 名が参加

しました。今年の３月には、バトンタッチが３冊出来上がりましたので、中間ではありますが、

市民の方々に感想をお聞きしようということで、発刊のお祝いを含め、「発刊の集い」を開催し

ました。参加者は 51 名でした。この会には、執筆者も参加し、バトンタッチの中で書き込めな

かったことなどを話してくれました。市民から質問が出たりして、短い時間ではありましたが、

活気のあるパーティーでした。 

現在、４集の編集にかかっていますが、５集、６集と続けていきたいと考えています。この事

業が、道新を初め、様々なメディアに取り上げられて、札幌市内からも問い合わせがありました。

バトンタッチの波紋は広がってきていますが、冊子を発行していくためには、援助がなければ続

けられないと実感しています。 

 

《質疑応答》 

質問 補助金を活用して発行しているのは第２集と第３集で、1,000 部づつということですが、

第２集と第３集についてのみいくらかかったのでしょうか。 

回答 第３集はページ数が増えておりまして印刷代に相違がありますが、その資料を今手元に持

ってきておりません。 

質問 印刷冊数を 1,000部とした理由は？ 

回答 第１集を 1,000部印刷しておりますのでそれをひきついで 1,000部としております。 

質問 1,000部印刷していますが、手元に残っているのは何部で、出たのは何部でしょうか。 

回答 第２、３集とも手元には 200部弱あります。 

質問 金額的なことは全くわかりませんか。 

回答 42万円ほどになっています。 

質問 第２、３集で 42万円ということでしょうか。 

回答 そうです。 

質問 第２集と３集で若干の相違がありますが、1,000部作って約 21万円ということでしょうか。 

回答 そうです。 



質問 ページ数は何ページくらいになりますか。 

回答 第３集は 140ページで第２集は 112ページです。第 3集は、30ページ程度多くなっており

ますので、金額的にも増えております。 

最初は、500 部位ではないか。そんなに売れるものではないのではないということから、

500部という意見の人も多くいました。ただ、印刷屋さんの話では、500部も 1,000部もそ

んなに違いはありませんということもありまして、それなら 1,000 部作るかということに

なりました。第１集は、初めてということもあったのでしょうが、1,000 部が不足するく

らいになりまして、在庫を確保するのも苦労している状況です。そういうこともありまし

て、1,000部印刷しています。 

質問 配布は有料ですか、無料ですか。 

回答 有料です。 

質問 1部いくらですか。 

回答 300円です。 

質問 この冊子を見たいとした場合どのようにすればよいのですか。 

回答 九条の会の事務局に連絡をいただければよろしいですし、図書館に、分館を含めて寄贈し

ております。 

質問 印刷代が７割程度をしめておりますのでお聞きいたしますが、何件かの見積もりをしたう

えで、ここが最も安いという自信を持って発注していますか。 

回答 他社からの見積もりはしていません。 

質問 市内には印刷屋さんが幾つかありますよね。そこをお使いになった理由か何か。 

回答 たくさん印刷屋さんがあるとは分かっているのですが、一応福祉関係の印刷屋さんと言う

こともあり、趣旨からいってやっていただけるのではないかと言う話で第１集から印刷は

北海道リハビリ―さんにお願いをしております。 

質問 支出の部で、役務費でメール便とありますが、インターネットのメール便ですか。 

回答 いいえ、違います。クロネコヤマトのメール便です。宅急便とメール便がありまして、宅

急便ではなく、メール便を使いました。薄いと８０円で行くものですから。郵便局でお願

いすると、約３倍くらいの値段になると思います。 

質問 この冊子は何か会があったときにお売りするとか、個人的に購入したいという方がいらっ

しゃると思うのですが、そういう方達は地方にもいらっしゃるのですか。どういう関係で

ご連絡が来るのか教えてください。 

回答 主として九条の会関係を通した連絡ですとか、これまで何回か広報にお願いして頒布させ

ていただいております。広報の募集欄に掲載させていただきましたし、北海道新聞社に取

材をいただきまして、お知らせをして、その中に連絡先を載せていただきました。市外の

札幌市や道内各地区から、第 1集以来いろんな形で問い合わせをいただいて、送付してお

ります。 

質問 メール便はそういう方に発送しているのですか。 

回答 その通りです。 

質問 300円で頒布している、収入の部のところで、自己資金と言うのはここに 300円入ってい

るのでしょうか。 

回答 正確にいえば、自己資金と言うのは、全体で私たちが予算を立てて、その半分を市の補助

金で頂くということになりまして、残りは自己資金になりますというようにお話をいただ

きました。 

質問 記載されている 290,000円の中に含まさっているという形ですか。 

回答 はい、そうです。 

質問 そうすると、支出で 600,000 円あるわけですが、2,000 部印刷すると、1 冊当たり 300 円



になるのですね、300円で全部売れたとすると、この支出は全部自己資金で賄えることに

なる、逆に言うと、市の補助金 290,000円は自分のところの利益になってしまう形になり

ますね。これについて、どのようにお考えですか。 

回答 無料贈呈は 100部を超えています。それは単に図書館だけではなく、北海道立図書館にも

行きましたし、札幌市の中央図書館にも行きました。今年からは、市の教育委員会を通し

て各小中学校の学校図書館にも購入いただきました。同時に各学校さんには、教師用に同

じ部数を会の方から寄贈させていただいております。予算に対してですが、殆ど手弁当な

のです。実は補助金の申請のときも、これ以外にかかった費用と言うのは、かなり会の中

では抱えているのです。ただ、予算計上できる範囲と言うのは、こういう形で決められて

おりますので、その範囲の中でやらざるを得ないということです。 

質問 予算はそうだと思いますが、決算の場合は、手弁当の部分を明らかにしないと、手弁当で

やるからというのは理由にならない、違うのではないか。 

回答 予算に計上していないものですから、それは出さなかったのです。 

質問 そうするとこの売上費と言うのは、冊子の売り上げはどこに入っているのですか。 

回答 収入の部の自己資金の中です。 

質問 これは明確にできますか。何冊売ったのかということ、収入の自己資金の 310,341円のう

ち、売上冊子は何冊で、その他会の方からの負担と分けて提示できますか。 

回答 いま、詳しい数字は手元にありませんが、自己資金の中で実際にその我々が頒布してとい

うのは、500前後になると思います。 

質問 記録はあるのですね。 

回答 記録はあります。 

質問 市の方に出していますか。 

回答 出したときに、そこは求められなかったものですから、出しませんでした。 

   一応、補助金の申請の時に、これは余計なことかもしれませんが、自己資金は、冊子を有

料で頒布しますから、と言うことで、前は担当が確か市民生活課の方だったと思いますが、

計上したら、後でお電話をいただきまして、いやいや、それは自己資金と言うことだから、

その様に記載してくれとのお話で経理上は処理しております。 

質問 予算で言うと自己資金 290,000円で申請されていまして、今の話ですと、1冊 300円で売

れば、2,000 部作って、910 部は有料で売るということですね、そういう計画だったと言

うことですね。 

回答 そういわれると困るのですが、最初に市補助金があり、同じ半分が自己資金と言うことな

のです。 

質問 いや、そうすると 290,000円の補助金を計画されたのは、どういう根拠ですか。 

回答 それは、支出の方で、これだけ掛かるということが先にありました。予算の立て方として

それはおかしいのではないかと言われれば、それはその通りなのです。 

質問 いま、実際、300 円なりで販売する訳ですね。それが自己資金として収入で入ってくるの

であれば、2,000 部作って、910 部相当、先程 100 部ずつとか、学校、図書館とかに購入

してもらったとか。市としては、支出をするからには、その有償で販売した収益を、きち

んと管理しているだろうと思います。それで先程の、売って自己資金として入る部分とそ

れ以外のバランスが少し偏りがあるかなと。今、正確な数字がないということで、細かく

お話はできないのですが、その辺違和感を持ったものですから。 

回答 そうですか、それは最初の申請、そしてこういう決算書を出すときに、前の担当の方とは、

お話はしているつもりです。 

質問 支出の部、印刷の製本で、第２・３集で 42 万なにがしと言うことで、今度は第４集を目

指す訳ですよね、それはやはり 1,000部を予定して、そうしましたら、これ第２・３集で



42 万なにがしと掛かっていますが、今度第 4 集の 1,000 部でしたら、この半分の予算で

ということになりますよね、そういう考えでよろしいのでしょうか。 

回答 今年度、23年度も申請をさせてもらうつもりでおります。 

 

  



ＮＰＯ法人北広島ＩＴネットワーク  

 

約１ヵ月間をかけて市民委員の方、全くビデオカメラを握ったこともない方に対して実施しま

した。主に土曜日と日曜日に８回、24時間の講習を実施しました。 

10名から申し込みがあり、７名が終了しました。 

現在、７名のうち４名の方が市民ディレクターとして活躍しております。残り３名がテレビの

制作活動、今私達と一緒に活動に参加しています。 

市民ディレクターとしての活動ですが、自分で作った映像を提供してもらったり、東京の映像

学科に進学された方、当会のＩＴネットワークの行事に参加している方などがいます。 

事業に対する社会的理解や支援の広がりについては、わたしたちが作り配信した映像のアクセ

ス数で判断しますと、平均 3,000件くらいになっています。多いもので 4,000件となっています。 

また、大手さんから、自分たちも実証実験をしているが、きたひろテレビさんも参加しません

かと言う業務提携のお話をいただいています。大手さんの方では高齢者に対して参加型テレビの

実験を行っており、その中のコンテンツの 1つとして、私どもが制作した映像を流そうという計

画の様です。これから具体的な詰めに入ります。 

きたひろテレビについては、石狩管内６市のそれぞれＮＰＯ，市民活動団体サポートセンター

の役割をしている団体で何か連携できないか検討しました。その結果、インターネットテレビが

いいということで動くことになりました。そういうことで６市でもインターネットテレビのきた

ひろテレビと江別に「アズテレビ」というテレビがあります。ここを中心にして６市の連携した

活動をしようとしています。 

支援の広がりですが、当初はきたひろテレビと言ってもだれにも分かってもらえませんでした。

どこかのうさん臭いセールスかなと思われていましたが、今はきたひろテレビですと言うと快く

お話を聞いていただけれる状況になっています。 

事業の自立に向けた今後の方針ですが、人については、市民ディレクターの養成を続けていき

ます。市民ディレクターはきたひろテレビの要になっています。市民の皆さんに制作していただ

いたものが放映されることになります。活動するにはチームが必要ですが、そのチームの編成は

今後の課題です。ものについては、活動場所の確保が必要です。今スタジオがありません。それ

で、空いている部屋で雑音が入らないようするなど工夫をし、映像を編集しています。機材も他

のインターネットテレビは約 30 万円位するカメラを使っていますが、うちはホームビデオのカ

メラ（約 10 万円前後）を使っています。それでインターネットの機材が必要と思っています。

また、質のいい映像の編集能力を高めていくことが一つの課題です。 

資金的には、非常に苦しい状況です。今も全くのボランティア、ガソリン代も出ていません。

そのような状況で、皆で持ち寄って何とかやっています。 

今後、いろいろな撮影対象、北広島のいいところの情報など情報収集の体制が必要だと考えて

います。 

 

《質疑応答》 

質問 いわゆるシティーセールスに極めて関連のある内容だと思います。商業労働課や情報推進

課と非常に関連のある事業だと思います。その両課との話し合いや連携はありましたか。 

回答 この補助申請をした後、協働の提案制度に乗ってインターネットテレビによる北広島の魅

力発信、ＰＲについて協働のテーブルに乗せていただきました。その結果、協働の内容に

ついて成文化しましょうというところまで来ました。 

質問 決算書の方に消耗品費として 48,484円となっていますが、内訳でビデオカメラ 27,114円

とあります。先程ビデオカメラ 10 万円位との話でしたが、ずいぶん安く調達されていま

すね。 



回答 インターネットで探しまして、安くて、この研修だけ使えればいいということで、これ 1

台だけ買いました。 

質問 先程、備品については、経費として認められないという説明がありましたが、今の話でし

たら、研修期間でしか使えないということですね。 

回答 この講習のためだけに買ったもので、以後は使えません。 

質問 旅費が決算書で０円になっています。先程、実際はガソリン代が掛かっているとの話もあ

りました。次回、何かの事業を行うとき、どのくらい経費がかかるものなのか、何キロ使

ったか、1 キロ 37 円とか、そういう換算で残しておいた方が、次の予算計上に有効だと

思います。 

回答 これは講師になられた方の交通費でした。１人は小樽から、もう１人は江別から来ていた

だきました。講習料金の中に交通費を包含してお願いをしました。このため０円になりま

した。 

質問 皆さんが取材でどこかへ行かれる場合は、今後も考えないということですか。 

回答 先ほど話した大手との業務提携の話があります。ここのところで、僅かでもいただければ

いいなと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



子育て支援ワーカーズ ほっとまむ  

 

北広島に必要な「子育て支援メニュー」を探る事業と言うことで活動をしてまいりました。そ

の一つが近郊地域の先駆事業の視察で、２箇所視察に行ってきました。 

1つが石狩市のファミリーサポートセンターと子育て中のお母さんたちが運営しているカフェ、

アートウォームで行っている「ほわほわ」カフェを見学に行ってきました。担当者の方に対応し

ていただいて、本当に素敵な空間を拝見することができました。 

「視察を終えて」というところで、カフェの施設としてはうらやましい限りでした。そこで子

育て中のお母さんたちが活躍しており、そのパワーと動き出した子育てワーカーズぽけっとママ

のプロデュースの力も本当に大きいなと感じました。ファミリーサポートセンターで特徴的だっ

たのが、市長の公宅の空き部屋を使っているのと、親子ひろばを運営していることで、家庭のよ

うな雰囲気の場所でした。石狩市の施設を視察しての感想は、行政と市民事業の連携力と言うか、

きずなが強いということです。お互いがそれぞれの役割を認め合ってスクラムを組んでいるとい

うところが、どんどん新しいことに取り組んでいける強みなのかなという印象を受けました。 

もう 1つ視察候補地としては、恵庭市を挙げていましたが、石狩市を訪問した時点で、自分た

ち北広島の事をもう一度きちんと見てみようということになりました。 

ホットまむの会員の構成は現在９名ですが、厚別区の大谷地親子ひろばを運営している関係上、

厚別区在住のメンバーもいます。視点を変えて、ここに住んでいないメンバーが北広島を見ると

どのような印象があるのかというのもあり、市内を回りました。自分のまちの事も知らないこと

が沢山ありました。「福祉センター」、「子育て支援センターあいあい」、西の里の「地域子育て支

援センターどんぐり」を見せてもらいました。見学の内容は報告書をご覧ください。 

「北広島街めぐり」からですが、市外在住のメンバーの意見が自分たちの事業を考えていくと

きの色んな気付きにつながりました。地域を隔てる森や自然がいっぱいあること、分断されてい

ることにより北広島の一体感が弱いなど、いろんな特徴が見えたということで、今後の参考にし

ていきたいと思っています。 

福祉センターの２階のおもちゃライブラリーに手作りおもちゃがたくさん置いてあり、手にと

って拝見させてもらいました。それを自由に貸し出しできるということが分かりましたので、自

分たちの事業に有効に使っていきたいと思っています。 

また、子育てイベントを開催しました。親子イベントが２つ、お母さんのためのリフレッシュ

が２つ、計４回開催しました。１月下旬大雪の頃、お母さん向けのリフレッシュイベントを開催

したのですが、広報の失敗など、反省点もあるのですが、親子イベントから説明します。 

１回目は、２月 15日（火）、２回目が３月 15 日（火）芸術文化ホールで実施しました。この

時のチラシが全戸配布と言うことで 22,400 枚配りました。今回の補助条件として、市内全域に

広くお知らせすることが条件になっていたので、新聞折込みで広報しました。道新さんの折り込

みを利用したのですが、新聞を購読していない人、外の新聞を購読している家には、道新を購読

していない家用のポスティングサービスを利用しました。 

親子イベントの方は、自己資金にも限度があり、２回目は地域を限定して、花ホールに近い地

域に限定して配布しました。道新の記者も取材に来て、地域版に大きく取り上げていただきまし

た。 

母親向けのママのハッピータイムを２回開催しました。１回目は１月の寒い頃でしたが、広報

のお金をどのようにしようかということで吟味していた時期でもあり、自分たちで歩いて東部地

区にポスティングしました。ホームページや市の広報に載せましたが、問い合わせは１件だけで、

参加申し込みは０でした。過去にもいろんなイベントを企画したのですが、参加者が０と言うこ

とはなかったので、ショックを受けました。これはすぐに練り直ししなければならないというこ

とで、企画内容、広報手段も早急に検討してリベンジで、３月に実施しました。お母さんが猫の



ぬいぐるみを作ったり、お子さんから離れて交流する時間、わずか１時間半くらいですが、その

ようなイベントを実施しました。 

この日親子イベントから連続して参加したお母さんもいたのですが、３つある中のそれだけに

参加したお母さんもいらして、皆さんいろいろ情報を調べて参加していることが分かりました。

イベントの感想などはそれぞれアンケートを取り、報告書に載せていますので、ご覧ください。 

資料に全市アンケート調査の結果が載っています。アンケートは 22,400 枚配布したのと、イ

ベント参加者にも手配りでお願いしました。また、ホットまむのホームページからもダウンロー

ドできるようにしました。ＦＡＸでの受信、郵送も数件ありました、有効回答が 72 件、凄い少

ない枚数ですが、回答してくれた人は自由記述にぎっしり書いてくださって、調査をして良かっ

たなと思っています。大体まんべんなく市内各地域からの回答があって、男性の方からもあり、

電話での問い合わせもあり、回答の年代として多かったのは、30代、次に 40代、北広島で現在

利用している施設や子育てサービスは何か、実際に利用して良かった施設は何か、自分が子育て

に関して困っていることは何か、昔困った経験、どのようにして解決してきたか、このようにニ

ーズを探り出す質問に絞って実施しました。アンケートの最後には、外のまちにあって北広島に

もあったらいいなと思う子育て支援サービスは何かと言うところでも、色々皆さん記述があって、

参考になりました。 

一番多かったのは、お子さんが病気になり、仕事を休めないときの預け先の問題でした。この

部分は今年度の４月から市の事業として、病児緊急預かりの事業がスタートしています。 

全市アンケートからと言うことで、アンケートの感想は、小さな子育て団体が行った初めての

大規模なアンケート調査で、今回の公益活動事業が無かったらできなかった調査でした。 

アンケートや聞き取りでの印象は、市内の移動手段について、こうだったらもっと行けるのに、

行きたい場所があるのに自由に行けないということが多かったということです。これからの検討

材料にすることもちろん、市民の皆さんの声としても、折に触れて市の担当の方にお伝えしたい

と思っています。 

アンケートとイベントのお知らせをするのにあたって、新聞折込みと、個別ポスティングのサ

ービスを利用しました。イベントの申し込みは、新聞折込みの反応よりも個別ポスティングの方

が高いようでした。子育て家庭の皆さんが情報を得ている手段として、新聞をとっていないとこ

ろには、いろんな情報を発信しても、届いていない、ＩＴのインターネットや出向いた時のチラ

シだったり、伝達方法に課題があるのかなと思いました。 

 

《質疑応答》 

質問 託児している方は何名で、皆さんはどの地域から集まっているのですか。 

回答 現在９名で、北広島在住のメンバーが２名、厚別区６名、清田区１名、限りなく北広島に

近い方々です。 

質問 今問題になっている子育て支援についていろいろ考えていかなければと思いました。決算

書の報告を見ますと、全戸に配布という方法で、新聞折込みですが金額をみるとここで一

番かかっています。子どもたちやお母さん方の勉強会などにかかっているのであれば納得

できるのですが、広報費にすごい金額がかかっている。この手段は他に考えられなかった

のかなと、市と協議されたのでしょうか。 

回答 広報の手段については、特に相談する機会は持ちませんでした。 

質問 自分たちで折り込みするとか、ストレートに折込みにしようという考えだったのですか。 

回答 はい、ちなみに自分たちで 400枚ポスティングに歩いたのも踏まえての方法、この時期に

一番広く広報できる方法だと思いました。 

質問 回覧方法とか思いつかなかったのですか。 

回答 それは思いつきませんでした。伝達時間がいろいろだという意見があったものですから。



申込期限に間に合わないこともあるということで。 

質問 自己資金 80,000円の予定で、235,000円もの決算になっており、どのようにして調達され

ているのですか。 

回答 集団保育、主に札幌に出向いて、中央区のいろんなイベントの託児に出向くことが多いの

ですが、そこで受け取る収入から、非営利で活動しているので、その得た運用費の余剰分

は地域の子育て支援に還元しようというスタンスでいます。年度末に向けてこのくらい余

剰が見込めるから、今度のイベントはこのようにやろうと、その分をこちらに回したとい

うことです。 

質問 子育て支援を必要とする年代の方は、概ねインターネットをやる方だろうと思いますので、

周知の方法は、大いに工夫の余地があったのではないかと思います。市民に広く周知する

ということが補助金の条件だということで、当初考えた予算よりも、相当オーバーすると

いうことで申請が通った後、市と費用に関して協議することも必要ではなかったのではな

いか。 

回答 年が明けて、１、２月頃に修正ができることを後で気づきました。今回は、自分たちの自

己資金でやろうということ、広く周知するという点も、子育て世帯にだけ広く周知するの

ではなくて、性別も年代も問わず様々な年代の人からの声を聞き取るというところでは、

今回の全戸折込みは良かったかなと思っています。 

質問 事務局に聞きたいのですが、事業を終了した後予想外の出費があったと、あまりにも大き

な違いだというときには、何らかの処置は事務手続き上可能なのかどうかが１つ、それと

そのことが難しければ次年度、その事業に関係する事業をした場合に、前年度の予定外の

費用の一部が活動の中の補助対象に入るということは可能なのかどうか。 

事務局 基本的に変更申請するのは可能だったと思われます。ただ、費用が増えたから変更しま

す、もちろん減額の場合もありますが、その増えるもの自体が補助対象経費となるかどう

かという部分が、当初申請と同じ考えで、その事業対象になれば可能だと思います。 

    翌年度に、またがってというものは、残念ですがありません。 

質問 この報告書は大変苦労されたのだろうと思いますが、この１冊にまとめられたのは非常に

よかったなと思います。かなり足が出てしまったようですね。アンケート自体はいっぱい

記述しなければならないので回答者が 72通だったのかなと思います。でも一度はアンケー

トを取るということは意義があったのかなと思います。この結果をどのように使うのかが

これから大事になってくると思います。前回の申請の時に、イベントとか、催物とかに来

てくれる家庭は大丈夫なんですよと、でも来てくれない家庭とか、ＩＴとかから落ちこぼ

れている家庭など、その人たちをどうするか。もしかしたら、声なき声があると思ってい

ます。そういうところまでもう少し踏み込んで、行政も、ＮＰＯの方も、先程の石狩では

ないけれども、協働してやっていけたらなと市民として思います。ご苦労様でした。あり

がとうございました。 

質問 周知の仕方、例えば、全戸配布で新聞折込みでやることはいいのですが、今少子高齢化で、

対象者はかなり少ないですよね。幼稚園の前や保育園、小学校の前で迎えの父母や子ども

たちに受け取ってもらうなど、そうするとターゲットが絞られます。そういうことは学校

で禁止されているとか、その辺の考えなどは検討されましたか。 

回答 それも考えました。全世代と言うことで、それですと子育て世代だけになるものですから。

アンケートとしては偏ってしまうかなと、それで声なき声を拾うにはどうしたらよいのか

と、これが一番難しかったのです。独自事業のチラシ配布だとか、広場のお知らせと言う

ときには、敷地から離れたところで検診を終わったママたちに配布することはあります。

今回の子育て支援を考えるときには、いろんな人の意見を聞きたかったので、新聞折込み

やポスティングは費用が高いのではないかとご指摘があったのですが、ベストだと思って



います。 

質問 ママのハッピータイムは子育て世代がターゲットですね。 

回答 はい、そうです。 

 

 

 

 

閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＝平成 23年度公益活動事業補助金申請事業公開プレゼンテーション＝ 

 

北広島九条の会 

 第４集の編集に向けて準備中です。９月１日位を目途に第４集の発刊を計画している。協力し

ていただいた方は第１～３集で 53 名、第４集で 15～17 名位、延べ 70 名ほどになる。第５集に

ついては、年明け２月頃にも発行していきたい。 

 ３月には第２回目の発刊の集いを計画しています。戦争体験を聞く会についても、会の例会等

で実施。市の広報を通じて毎月の行事として案内し、憲法の学習会についても、例会の中で実施

している。 

 市内の戦争遺跡について、昨年に引き続き今年度も８月７日に計画（広報８月１日号に掲載予

定）している。 

 今年度も、会としてのこのような事業について補助金の申請をしています。 

 

《質疑応答》 

質問 一般的に市民の皆さんから引き合いの強い冊子なのでしょうか。 

回答 良く出していただいたという声を沢山いただいています。ご高齢の方の証言・記録を残し

ていく機会はこれが最後かなと思っている。 

質問 昨年の冊子は１千部刷られて２百弱はストックしておきたいということだが。 

回答 第１集は無理だが、第２・３集は在庫を捌いていくつもりである。 

質問 会としては、１千部以上あった方がいいのか。 

回答 判断しきれない。 

質問 支出の中身であるが、前回に比較してメールの費用が上がっている。 

回答 道内のメール便が結構な件数になるので、減ることはないと思っている。 

質問 消耗品と印刷製本費のところにコピー用紙が計上されているが。 

回答 消耗品費はコピー用紙で、校正用の印刷を発注している。 

質問 戦争体験を冊子にする時に、どういう基準で選んでいるのですか。 

回答 選ぶ基準はありません。 

質問 原稿を 100％編集なしに掲載しているのですか。 

回答 推敲はしています。基本的に原稿ができたら、それはそのまま原稿にしている。１つは歴

史的に事実と食い違いがないかどうか、自宅へ行きお話をお聞きすることも半分くらいあ

るので、文章に起こし、編集委員が５人いるので、５人で推敲します。 

質問 戦争の学習については、九条の会でない方も学習することができるのか。 

回答 はい。 

質問 戦争の学習会のテキストですが、選ぶ基準はありますか。 

回答 学習会でテキストを使用する機会は少ない、講師を呼んでお話を聞くことが多い。 

質問 例会は今回の事業に入りますか。 

回答 例会は入ります。 

質問 補助事業では、通常の会の事業運営は補助の対象にならなかったと思うのですが。 

回答 同じ例会でも、戦争体験を聞いた場合です。それから、市内の戦争遺跡を訪ねても例会の

１つにしている。 

質問 学習会でテキストに岩波文庫の「憲法９条の戦後史」は、どういう基準で選ばれたのです

か。 

回答 それは例会では使っていない。学び座と言う学習のグループがあり、そこで使っていた。 

質問 学び座と言うのは、別の組織であるのですか。 

回答 会の中に勉強する会合を持っています。 



質問 会の運営も補助金の対象にしているのですか。 

回答 対象にしていません。 

質問 戦争と平和の学習会はどういう方法でテーマを決めるのか。 

回答 最終的には、会としては、共同代表が３人、事務局メンバーが 14 人いるので、１ヶ月に

１回会議を開きますので、そこで決めます。 

質問 学習の内容は何か方向性がありますか。 

回答 戦争と平和の学習をするということだけです。憲法９条に関することだけです。 

質問 遺跡巡りは具体的にどこに行きますか。 

回答 昨年は、防空壕、市内に大体５・６か所ありますが、北広島神社の忠魂碑、北の台小学校

のところに通信基地があったのですが、そこに地下壕を掘ったという話は聞いています。

その付近に行ってそういう話を聞いたりしました。そういうことで７か所ほどピックアッ

プしてやっています。 

質問 発刊する本の戦争体験に何か基準がありますか。 

回答 戦争体験を語り伝えていくことは、市民のみならず、国民共通のことではないのかなと思

います。その限りで大いに載せていただいて、選ぶ必要は全然ありません。戦争体験を残

しておきたい、次の世代に伝えておきたい、この１点だけです。 

質問 第４集は今編集に入っているという話でしたが、第５集は掲載応募がないとか、あまり売

れなくなったとか、第５集の発刊が九条の会として負担だなと言うことに陥ってしまうこ

とは、殆どないと考えていいのか。 

回答 第５集の方もノミネイトされているのが 10 数名、私の手元にありますので、第５集も今

のところは大丈夫というか、さらに続けていきたいと思っています。 

質問 冊子の販売は目標的には千部のうち 800ぐらいは可能なのですか。 

回答 今のところ、そこまでは来ています。 

質問 各集とも 800ぐらいは販売可能と考えているのですか。 

回答 販売と言うか、寄贈も含めてです。 

質問 自己資金を 349,650円とすると、約 1,100部程ですか。４・５集で 800部ずつですと 1,600

部になるが、自己資金が少ないかなと思うが。寄贈が 100部ずつとしても少ないのではな

いか。 

回答 予算上はそのような数字になっていますが、どのくらいの経費がかかるか計算しました。

そのうちの半分を市の補助金として、残りは自己資金として出さしていただきました。事

業報告の中でも話しましたが、300 円で頒布していると収益になるからそれを返していた

だくという話を聞いて、今日初めて聞きましたので、これについては話をしていかなけれ

ばいけなと思います。 

質問 第５集についても、15人から原稿をいただいていると聞いたのですが、逆に投稿される方

から少しでもいただくという考えはないのですか。戦争体験を語り継ぐために冊子を作っ

ていて頒布するが、掲載したい方が沢山いるのであれば、ある程度負担していただく考え

はないのですか。 

回答 色んな方法があると思うが、少なくても私どもはそういう選択肢をとらなかった。 

質問 自分史の出版をすると思ったら、そういう選択肢はこれから考えられませんか。 

回答 つらいです。自分史と言っても、生まれてから終戦の時までのことですから、それからの

ことは割愛させていただきますので、実際に書かれてこられた方がいましたが、戦後の部

分については、割愛させていただきました。戦後であっても、戦中と絡みのある部分につ

いては、掲載していきますが、掲載料を私どもが貰ってということにはならない。 

 

 



ＮＰＯ法人北広島ＩＴネットワーク 

  

「市民ディレクター」の養成をしたいということで、この事業の資金を補助していただきたく申

請しました。 

 「市民ディレクター」とは、地域の情報をビデオで撮影して、編集してインターネットＴＶ放

送に参加してくれる人と考えています。 

 インターネットＴＶとは、インターネットを使って家電のテレビのように行事等を発信するテ

レビです。映像、音声、文字も入るものです。 

 「市民ディレクター」の養成内容ですが、講師の先生は情報大学の先生、インターネットＴＶ

の編集経験者、養成人数は、15名を予定しています。昨年は 10名を１回で実施しましたが、１

名の先生で教えるのは大変で、うまく伝わらないケースも多々ありました。少人数で回数を分け

た方がよいという反省から、今回５名ずつ３回で計画しました。 

 内容、企画段階ではシナリオを作る、取材、資料を収集して構成を考える、撮影、デジタルビ

デオの撮影技術の習得、編集ソフトの操作方法、作成したものを３～５分の作品にするなどです。 

 この講習で目指すものは、企画する楽しさ、シナリオ作りを目指します。映像制作の楽しさ、

撮影技術、仕上げる楽しさ、編集する楽しさ、人に見せる楽しさ、感動や共感、このようなもの

を得られるようにしていく、これがこの講習の目的です。 

 動画で情報発信をしますが、話題としてはローカルな話題を提供します、地域のいいもの、具

体的には、北広島の魅力的なものを発信したい。北広島の自慢を集めることで郷土愛につながっ

ていけばいいなと、実は北広島って自慢するものは何もないんだよね、と言うのが今までです。 

 でも、わたしたちは北広島の自慢するものを作っていきたい、自慢づくりをやっている人を取

り上げてみんなに公開していきたい。 

 そのためには、少数の限られた人数でカメラを回して公開するには無理があります。沢山の市

民がビデオカメラマンとなる必要があります。その市民が地域の魅力を発信して、人とお金と技

術この３つが集まる街に北広島をしたい。 

 そして北広島市をもっともっと元気にする力になりたいと思っています。 

 このような考え方から、市民ディレクターの養成は、きたひろテレビにとって要です。放送す

るまでの流れで言いますと、情報を収集して企画して取材して撮影して編集して作品を作って放

送する。市民ディレクターの役割は、情報収集から作品まですべてを一人でやるというものです。 

私たちがチームを作って活動して、テーマに基づいて撮影していきますというのとは少し違いま

す。そのために市民ディレクターは毎年時間をかけて養成していかなければならないと考えてい

ました。今年は２年目になります。 

 補助金が 209,000円、予算総額が 419,850円で、資金の使途が撮影者養成講習の開催費用と言

うことです。大きなものは、講師への報酬です。消耗品の購入ですが、少し合わないものもあり

ますので修正していきたいと思っています。まず、音源の素材、映像にするには「音」が非常に

重要な要素になり、共感や感動を与えるためには大変な要素です。 

 次にマイクです。実は私たちが今使っているビデオはホームビデオであり、自然に入ってくる

音を全部拾います。したがって、インタビューをしていても、インタビューの音が聞こえない。

そのマイクの使い方をきちっと伝えたいと考えています。今市販されている家庭用のカメラは、

マイクが付いていないのです。そのようなことから研修にはぜひ入れたいと思っています。 

 それに外付けハードディスクです。作品になるのは３分から５分ですが、その前の映像を撮影

する量は膨大なボリュームです。それを１つのパソコンの中に全部入れてしまうと、パソコンが

機能しなくなります。そのことから撮影した５時間、10時間の映像を一旦、外付けのハードディ

スクに入れて勉強させようと考えています。 

 



《質疑応答》 

質問 消耗品のハードディスクですが、容量的にはどの程度のディスクが必要ですか。 

回答 私たちが使用しているのは、何十時間も持つ「テラ」のものですが、基本的には講習会用

にとどめたいと考えています。外付けハードディスクは個人に持ってもらうのですが、編

集の時に使うのは、やはり１回１回持ち出すことにはならないので、申請しました。 

質問 外付けハードディスクは１年終わったらどうなるのですか。 

回答 基本的には、市民ディレクターに渡そうと思っています。会にとどまって活動する方には、

別にきちっとしたものを持ってもらいます。市民ディレクターは自分たちの活動の範囲の

中でできるものと考えていましたので、今回１５人のうち５台しか置かないのですが、市

民ディレクターになる方に渡そうと思っています。 

質問 シティプロモーションですか、いずれにしても、市のいいところを多くの市民に、または、

近郊の方々に知ってもらいたいという目的ですね。そうしますと、ＮＰＯ法人が主体にな

ってやる方法もあるかもしれませんが、市や第三セクターとかが、主体となって事業を遂

行する方法もある気がするのですが、どちらが普通なのですか。 

回答 両方ともあります。私たちとよく情報の交換をしている「調布市民放送局」さんはＪＣＭ

さんと提携しながら映像制作を続けています。それから「三鷹市テレビ」は、経済産業省

がＩＴのモデル地域にした市で、ＩＴ関係のサークルさんが極めて沢山あって発展してい

るところです。そこは自分たちだけでやっています。 

質問 ＮＰＯ法人として事業でそんなに赤字を出したくないという気持ちがあると思います。例

えば、番組の中には、コマーシャルを入れそのコマーシャル代をいただくということもで

きますね。 

回答 できます。一応それも念頭に置いています。 

質問 この収支予算では、それはまだ考えていないということですね。 

回答 現在、実験中なものですから、それと、この市民ディレクター養成そのものが極めて公益

的な活動と捉えています。このような市民ディレクターを養成しているインターネットテ

レビを扱っているところはないのです。私の知っている範囲内では、北広島だけだと思い

ます。外の仲間は、１つのグループなのです。技術的にも優れた人たち、そこで撮影した

ものを放映していますけれども、市民自らが自分たちの手でそれを作って発信していこう

というのは、多分北広島だけかと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



子育てワーカーズ ほっとまむ 

 

事業名としては、「北広島に必要な｢子育てメニュー｣を探る事業（２回目）」で申請しています。 

事業概要は、１回目の事業をすべて踏まえた上で検討しました４点があります。 

１つは子育てイベントの企画と開催、地域交流事業への参加。２つ目が広場事業の開催、アン

ケート調査結果からの試行してみたいということで企画しました。３つ目は産後サポート事業で

す。出産後 10 カ月までの子育て家庭を対象としたものを検討しています。４点目「木育」実践

自治体の視察です。それぞれ説明します。 

１つ目の子育てイベントの企画と開催では、１回目でもそれぞれのイベントの参加者のアンケ

ートを取ってきました。参加者からの声をこの事業に反映していきます。新たに盛り込んだのが、

地域交流事業への参加と言うことで親子に限らず祖父母世代の参加も対象にしようということ

で、広報の段階で枠を広げていきたいと考えています。場所は「地域交流ホームふれて」と言う

のが団地の中にあるのですが、春先の段階で子育て支援の分野でぜひ参加していただきたいとい

うことでお話をいただきました。今年度全 4回を予定しています。 

「ふれて」さんの月 1回のミニ講座の枠の中に「ほっとまむの日」と言うことで１～２時間い

ただきました。 

２つ目、東部地区に焦点を当てたひろば事業の開催ですが、ここは秋から冬のお出かけしずら

い時期に向けて、３回保育園の施設で開催したいと考えています。 

３つ目、産後サポート事業ですが、出産後 10カ月までの子育て家庭を対象とすることを考え

ています。出産後の家庭に伺ってのお手伝いというものです。出てこられない、ひろばは行きた

くないとか、人の集まる所に行きたくないという親子の出会いの機会を作るために、この産後サ

ポート事業を考えました。 

すでに石狩市では、ファミリサポート事業の訪問などの事業で、無料の４時間券を配布して実

施しています。 

４つ目、「木育」実施自治体の視察で２箇所上げています。当団体全員で行くことがその後の

色んな事業に反映できるということで予定しています。１つは西興部村にある森の美術館「木夢」

と言う施設です。平成 16 年度に道と道民のプロジェクトチームで作られた新しい言葉、北海道

で生まれた新しい言葉だということです。子どもをはじめとするすべての人が木を身近に使って

いくことを通じて、人と木や森との関わりを主体的に考えられる豊かな心を育むとのこと、これ

が「木育」の定義だそうです。私たち子育て支援ワーカーズのこだわりの１つとして、いつも持

っていくのが木のおもちゃです。「木夢」の施設に行って、魅力が何なのか、見に行きたいと思

っています。 

もう１つが恵庭市子育て支援センターです。木の城が配置されていて、開催方法やプログラム

もオリジナルのものがあるということです。 

予算の面で、折り込み費をあまりかけないでとアドバイスをいただいたので、そのことを踏ま

えて無駄に使わないような進め方をしたいと思っています。 

 

 

《質疑応答》 

質問 委託事業で、生活クラブ生協さん主催の子育て支援親子ひろばがありますが。 

回答 生活クラブの組合員さんが任意で賛同する福祉基金事業が財源で組合員ボランティアを

織り交ぜての運営を任されています。福祉基金のお金を使っての大事な委託と言うことで、

普通の単なる親子ひろばの運営ではないということで、意義もありますし、責任もある事

業です。 

質問 自主事業のところで、集団保育や出張個人保育などがありますが、行った先の保護者も一



緒に保育をするのですか。 

回答 いいえ、集団保育は、基本はお子様をお預かりする支援の方法で、イベントとか講演をす

る際にお子様だけを別室でお預かりする事業です。ときどき親子サークルさんの手作り教

室とに、別室になるまでもないけれども、ちょっと集中して話したいとか、作業したいと

いうときに、フロアの一角でマットを引いておもちゃコーナーを設置してスタッフを配置

して、危なくないように見守るということも対応しています。 

質問 事業概要事業実施方法で、東部地区に焦点を当てた集いの広場がありますが、アンケート

結果からとなっていますが、アンケートのどこに対応しますか。 

回答 東部地区在住で児童センターがないとか、東部地区在住で気軽に行ける場所がなくなって

しまったなどアンケート用紙が５・６枚ほどありました。街を見て歩いた時にも、車がな

いとここから移動するには大変だなという視察結果もあわせてのことです。 

質問 旅費のところで、西興部往復で 8,000 円×９名で 72,000 円となっていますが、これは公

共の乗り物の金額の往復代と言うことですか。 

回答 一番安いのを探しました。名寄までと名寄から西興部までのバス代（回数券）です。 

質問 支出のその他で、新聞折込み全戸配布になっていますね、今回はイベント広報と産後サポ

ート事業と言うことなので、この後ターゲットを絞られるのではないでしょうか。 

回答 私もターゲットを絞られるのではないと思ったのですが、たまたまそのお知らせを見なか

った親子に、例えばその祖父母とかが見つけてこれを利用したらいいのではないかいとか、

家族や近所の方が、情報として知っていただけるのもあるのではないかと思っています。 

質問 そこにおもちゃがあるのですが、何か説明に意味はあるのですか。 

回答 私たちが普段持ち歩いているおもちゃの見本として置いています。 

質問 産後サポートですが、初めて聞く事業です。個別に何人で訪問するのですか。時間はどれ

くらいですか。また、支援を希望する家庭をどのようにして見つけるのか教えてください。 

回答 まず、支援のイメージなのですが、一出産に２時間で一家庭２回まで使えるようにしよう

と思っています。行ったときにお手伝いすることは、子どもと接することなので、一人目

のお子さんでしたら、お母さんがイライラしているときに一人目のお子さんを抱いてあげ

るとか、それをしながら話を聞いてあげるとかです。入浴の仕方が一人ではできないとか、

上のお子さんの遊び相手になるとか、乳児検診に行くときの同伴だったり、病院の 1ヶ月

検診の同伴などできるのではないかと思っています。 

    周知の方法としては、保健師さんにお願いをしたい。保健師さんも赤ちゃんの全戸訪問を

することになりましたが、なかなか会えないということもあると聞きます。その隙間に入

って支えられるようなポジションになれたらいいかなと思っています。 

質問 ２人１組ですか、一人でやられるのですか。 

回答 子どもの年齢にもよるのですが、０・１歳児は子ども１人に対して１名、上に２・３人お

子さんがいれば、２・３人に対して１名になります。子ども１歳児と３歳児がいたら、２

名で訪問するとか思いますが、イメージとしては今のところ１名です。 

質問 支出の部の賃金ですが、もう一度説明をお願いします。 

回答 賃金は、事業としての支出として記載しました。補助に該当する項目ではないと思ってい

ます。産後サポート２時間で 1,500円と先ほど言いましたが、そこから自分たちの分配を

いただいています。ここは、1,400円で自分たちの賃金１時間当たり 700円ですが、その

分として上の件数と同じ金額を積算しています。ここで 100円の余剰があるのですが、情

報をやりとりしたり、書類をやり取りする経費分としています。 

質問 役務費で、イベント・ひろば保険料とありますが、これは誰に対する保険ですか。 

回答 自分たちもそうですし、参加する親子も、一緒に来た祖父母、その場所で物を壊したりし

たときの賠償も含まれています。 



質問 子どもたちが万が一に怪我をしたとき、そこはしっかり保険に入って保障することが大切

ですね。 

回答 サポートでご家庭に訪問したときの家で起きた時のトラブルも該当になる保険です。 

質問 会場費の関係ですが、はっぴいたいむ、ひろばの８回の外にプラスして会場使用料で

80,000円となっていますが。 

回答 会議のための会場使用料です。 

 

 

  



きたひろしま大志さくら会 

 

申請事業名はきたひろしま「さくらマップ」の作成で、自主事業支援コースで希望しています。

申請事業費の総額は 416,700円、補助金の申請額は 208,000円と考えております。  

団体名はきたひろしま大志さくら会で、活動開始は 2009年５月で、会員数は５月末で 63名と

なっております。団体の目的としては、北広島の先人の大きな志や希望を受け継ぎ、次世代へ豊

かな「さくらの杜」を残すために活動しています。桜の苗木を植えて育て管理をすることや、堆

肥づくりなどを考えております。 

また、会報を発行して、広く市民にその内容を報告し、植樹への参加を促したいと考えていま

す。 

平成 22年度の活動報告ですが、ポイントだけ説明します。 

５月９日に春の植樹会で会員並びに植樹の希望者約 30名が北進団地の遮断緑地にソメイヨシ

ノを植樹しました。同 27日にＪＲの駅構内で立ち切れになった苗木を植え替えました。８月 20

日には、きたひろしまのさくらマップの制作部会をスタートさせました。10月 11日には、エル

フィンロードの事前草刈り、植樹のための穴掘りを行いました。 

それから、10 月 23 日は秋の植樹会と言うことで、会員希望者約 35 名が集まりまして、エル

フィンロードに８本、中の沢の公園に 13本のソメイヨシノを植えました。11月 13日、冬囲いな

どを行いました。今回の新規事業と言うことで、22年８月にさくらマップの制作部会をスタート

させ、活動を少しずつ始めました。 

また、これまでＪＲ北広島駅構内、東口の駐輪場、それから北進団地の遮断緑地などに苗木を

植えてきたのですが、場所がなくなったことから、新たな植樹場所としてエルフィンロード、中

の沢のふれあい公園を選定しました。 

桜はアフターフォローが大変で、枯れた木の補植、雪による枝枯れなどがあり、雪捨て禁止の

看板を立てたり、除雪、冬囲い、肥料をやるという苗木の保護活動を順次続けております。広報

宣伝活動はホームページを立ち上げ、この効果を期待しております。 

また、花咲か市民通信と言う私どもの会報ですが、これを年 1回作りまして、道新の購読者の

方に全戸無料で配布して、私どもの行動のＰＲ、それからぜひさくらの植樹に参加してください

という様な事を続けております。道新北広島版でも私どもの活動内容をＰＲしています。 

会の予算としまして、年会費を一人 3,000円、植樹する方から 1本 3,000円のお金をいただき

まして、総額 478,000円位の収入になり、支出は苗木、支柱、黒土、肥料など約 330,000円とな

っております。 

補助事業計画書ですが、事業づくりはまちづくり、環境保全に該当するのではないかと考えて

おります。事業の概要ですが、桜の苗木を市内全域に植えることによりまして、豊かなさくらの

杜を広げて鑑賞していただくということはもちろんですが、市民の皆さんに心の安らぎの場を提

供したいなと思っております。 

それに連動して、北広島のどこにさくらが植わっているのか、今回、北広島の色んな情報を集

めて、さくらマップを作り、北広島のこんなところにこんな良い桜があるのかという見どころを

市民の皆さんに情報提供していくことを計画しました。 

マップの更新は、非常にお金がかかるものですから、毎年とはいかず、数年ごとに１回と考え

ています。今回選んだ桜の場所、私どもが今植えている桜の場所がこの地図に加わってくれるこ

とを願っております。配布対象として市内全世帯に新聞折込み等で配布をしたいと考えておりま

す。作成の時期は、来年の桜の咲く５月に間に合わせまして、２月頃印刷ができればと考えてい

ます。 

どのようなものを印刷するのかと言いますと、Ａ３版で、地図に番号を付けて、その場所を入

れる。裏には、詳細な内容、白黒ですが、この番号と名称、住所、それからどんな状況なのか、



駐車ができるのか、トイレがあるのか、散策路があるのか、花見で酒を飲んでもいいのか等の情

報を入れて印刷をしたいと思っています。 

花見場所の調査、市からの情報や市民からの情報、会員からの情報、45 か所ぐらい実際に見

に行きました。写真を写して、実際に見に行って、市民の皆さんに花見の場所として提供できる

28か所を選び、５ページになりました。まだいいところがあるかもしれませんが、私どもが今調

べられる範囲はこんなところです。もし、良いところができれば次回にまわしていきたいと思い

ます。 

マップを作るのにただ印刷屋に頼みますと、非常に値段が高くなりますので、自分たちでパソ

コンで作りまして、原稿はすべて印刷屋に提供するということで印刷代を安くしたいと考えてい

ます。 

次の商社・店の協賛養成ですが、あくまでも案ですが、非常に費用がかかるものですから、助

成金だけではままならないということで、できればこのようなこともやってみたいと思います。

ただ、補助金の絡みもありますので、場合によってはカットしたいと思っています。 

最後になりますが、予算書についてです。収入の部としては、市の補助金 208,000円、会費か

ら 148,000 円、協賛商社で 60,000 円と言うことで 416,000 円の収入を見込んでいます。支出の

方は、印刷製本代として、北広島の世帯数は 26,050 世帯くらいあると聞いておりましたので、

それに９円をかけまして 245,700円、役務費として、新聞折込み台としてＡ３版は２つ折りにし

て１枚５円と言うことで 130,000円、主なものはこのようになっていまして、消耗品等入れまし

て 416,700円と考えています。 

私どもが行うこのような事業は、小さな市民ボランティアの域を脱しないとは思いますが、北

広島の発展のため、まちづくり、まちおこしにわずかでも協力ができればと考えて、今回の計画

を立ててみました。 

 

≪質疑応答≫ 

質問 支出についてですが、トナー代等のかっこ書きの金額は計算に入れていないのですか。 

回答 かっこ書きをたすと消耗品の 21,000円になります。 

質問 支出の部ですが、印刷製本代が、245,700 円となっていますが、これは業者等に見積依頼

したのですか。 

回答 見積書とその裏に付けてあるのですが、経済部の方にお話を聞いたら、この地図は広文社

で版権を持っており、見積もりを依頼したところこの値段でした。1 枚当たり９円になる

ということでした。 

質問 先程自分たちで原稿を作ると言っていましたが、作った場合と作らない場合でどのくらい

値段が違うのですか。 

回答 そこまでは確認していません。 

質問 原稿を作るのは大してかからず、写真を載せるとかに費用がかかるように思うのですが。 

回答 たぶん、原稿からこちらで全部作るのとでは全然違うと思います。全部こちらで作って責

任校正でやりますと、地図の方は版権があり、タッチできませんが、自分たちでパソコン

で印刷することも可能です。しかし、トナー代が今非常に高いので、９円位でしたら、印

刷屋さんに任せた方が安いと思います。 

質問 蝦夷山桜にするか、ソメイヨシノにするか、それはどのようにして決めるのですか。 

回答 今まで、108本植樹していますが、蝦夷山桜は全部で７本、残り全部ソメイヨシノです。 

質問 会の当初のＰＲ紙を見ますと、蝦夷山桜を中心にするようになっていますが、今はソメイ

ヨシノが中心なのですね。 

回答 そうです。 

質問 支出の部のその他の１万円と言うのは、どういうことを想定されていますか。 



回答 事務用品を考えています。 

質問 協賛商社 20社×3,000円になっていますが、こちらの資料によると 5,000円と 3,000円に

なっていますが、 

回答 一応 3,000円、もしかして 5,000円位頼めるのではないかという思惑です。あまり協賛商

社の枠を大きくすると、宣伝広告かと言われてしまいますので、その辺を慎重に考えてい

かなければならないと思っています。 

質問 このマップを作る目的ですが、桜の生育だけなのかという疑問が正直あります。むしろ、

３千円を出して桜を植えようという市民をもっと大幅に増やしたいと、そのためにマップ

を作るのだという方が非常にすんなり来るのです。まだ、桜が小さすぎてマップを作って

もしょうがないのではという気がしますが。 

回答 この写真にもありますが、前の市長が熱心に何千本も植えています。本州のような感じで

はありませんが、意外とそういう場所があるのです。そういう場所もＰＲしたいのです。 

この写真は、28か所に絞ったところは 30本以上の桜が咲くというところを選びました。

まだ確かに小さいのです。まだ幹は細いのですが、咲いております。 

 

  



特定非営利活動法人 北広島森林ボランティア・メイプル 

 

申請事業費の総額は 234,000円、自主事業支援コースで申請しています。 

事業の概要ですが、北広島団地に隣接し、地続きに約 10ヘクタールの市有林があります。こ

こを利用して、健康増進、自然観察、環境保全の学習などの活動を行います。 

1 つ目は「講演会」の実施を予定しています。「森と川と海の生き物たちのつながり」の講演

会を行い、森の果たす役割を市民と共有するようにしたいと思っています。 

２つ目は「緑の拠点」の整備で、北広島団地に隣接する「富ヶ岡市有林」は、起伏もあり森林

浴など、自然との関わりを日常生活に取り入れやすく、市民の健康増進等に寄与できるとともに

環境保全や自然観察に好条件であります。この山林を市民が利用できるように整備します。 

事業の実施方法につきましては、2011 年は国連が定めました「国際森林年」にあたります。

小中学生を対象に流域保全学を専門とする長坂昌子農学博士の講演会を７月 31 日に芸術文化ホ

ールで行います。講演にあたっては、図・写真を利用し視覚を通して実感できるように工夫して

行います。 

２つ目は、「富ヶ岡市有林」を都市近郊林として市民が気に入り、健康増進と自然に触れ合う

場になるように危険木の除去、散策路の整備、植樹などを行います。平成 23 年度は調査とグラ

ンドデザインを行います。 

団体の概要ですが、平成 16年 10月 14日に北広島森林ボランティア・メイプルとして活動を

開始しました。平成 21 年６月９日に特定非営利活動法人北広島森林ボランティア・メイプルと

して現在に至っております。 

団体の目的としましては、森づくりを進めるため、地域の人々と森林保全や植林等を推進し、

森林資源の有効な利用活用や調査研究を行います。また、自然観察会や森林学習会の実施、森林

ボランティアの人材育成や市民の森づくり、緑化活動などの積極的な支援協力により、地域の森

林の多面的機能の向上に寄与するとともに、森林に関する市民意識の高揚を図り、地域活性化に

寄与することを目的としています。 

この図にあるのが富ヶ丘市有林です。ここが北広島団地ですから殆ど隣接している状態です。

35 林班と書いてある部分が、市で植樹した部分です。37林班が今回対象となる部分です。38林

班は管理棟と作業棟があるところです。北広島リハビリ―、竹山温泉があり、団地に住む方も含

めまして、気軽に楽しめる場所になっております。 

整備対象地は、緑陽中学校が里山体験事業という授業の一環で、植栽、草刈りをし、枝払いを

し、一通りの森林を学んでいただいている場所です。 

市民植樹祭の場所では、メイプルが「くるみの森」にしております。緑の少年団の苗畑、イン

ストラクターの苗畑、そしてここに富士桜を植える予定です。 

収支予算ですが、収入の部については、会の企画事業費として 96,000円、寄付金 21,000円を

加えまして、会から 117,000円を負担し、補助金 117,000円をいただきまして総事業費 234,000

円の総事業費としております。 

支出の部ですが、講演会の実施については、講師料 30,000円、事務消耗品費 3,000円、印刷

費 15,000 円です。使用料ですが、教育委員会と協賛になりましたので、会場費等はただになり

ました。通信・交通費は 9,500円、記念品が 9,500円、予備費 5,000円で、講演会実施に伴う費

用としては、69,000円です。 

緑の拠点作りについては、現況調査費で 37 林班６ブロック 0.89ha ありますが、60,000 円、

事務消耗品費については、15,000円、調査・研究費については 50,000円、非常に大きく見えま

すが、実は都市近郊林として育てていく方法については、全く素人でして、勉強していきたいと

思っています。また、現在森林セラピーですとか、いろいろな形の森林活用がありますが、その

辺の勉強をしていきたいと思っています。交通・通信費に 10,000 円、機材費としまして、苗木



の養成、杭その他いろいろありますが 30,000 円、合計緑の拠点作りに 165,000 円となり、総額

234,000円の予算を組ましていただきました。 

 

≪質疑応答≫ 

質問 支出の現況調査費 60,000円は業者さんへ依頼する調査金額ですか。 

回答 会員の中にこの作業に従事したことのある者がいまして、機械を借りてきて、その者に指

導してもらい実施します。人件費としては入っていません。 

質問 市有林の整備については、市の責任で行うのが普通ではないのですか。市から整備事業と

して委託を受けて実施するのが当然ではないのでしょうか。どうしてこのような事業を行

うことにしたのですか。 

回答 市の仕事になれば、おそらく請負発注になると思いますが、わたしたちは請負する資格を

持っていません。技術はある程度持っていますがそういう公的な資格はありませんので、

契約の対象にはなりません。また、市で実施すればもっと経費は大きくなりますし。 

質問 今回は、調査程度ですが、実際の整備になると、もっと大きな事業になると思います。来

年度以降は、市との協働事業と言う風に発展させていくことを考えていますか。 

回答 これまで、苗木は私たちが種をまいて、無償で学校や市の方に提供している。機材は、４・

５年前に、ボランティアを立ち上げた時、機械を購入していただけないかと市に協議し、

現在市から借りています。市の仕事の時は市のほうで燃料費を用意してくれます。わたし

たちは労働の提供をすると考えています。市の森を少しでも整備していこうということで

協定書を締結して、やらせてもらっています。年度計画を立てて、市の担当者と協議して、

市の考え方を踏まえて実施しています。 

質問 支出の緑の拠点作りの調査・研修費ですが、50,000円となっています。勉強したいという

ことですが、何か既存の研修機関があるのでしょうか。 

回答 東大演習林、北大の苫小牧の演習林が研究成果をもっています。環境にあった施業、農家

の農作物も同じですが、自然が相手ですからそういう中で最も良い方法を聞くことによっ

て、失敗なくできるわけです。そして効果を上げていくという狙いもあります。 

質問 いろいろ研修させてもらうのに研修費を取られるということですか。それとも交通費を考

えているのですか。 

回答 交通費です。 

質問 補助は単年度事業で、残るものはどうなるのか、備品等はどうするのですか。 

回答 道具等については、今年計上させていただいているのは 30,000 円です。スコップでは穴

が掘りづらいので穴掘り機などを考えています。実質的には、私どもの森づくりは 40年、

100 年と言う話になります。今年補助金を受けたので、来年は止めましたということには

ならないと思いますので、来年につきましては改めて協働提案などをさせてもらい、続け

ていきたいと思っております。 

質問 私が聞いているのは、必要性ではなくて、これは次年度も残るかということです。 

 緑の拠点として整備とあるが、富ヶ岡市有林は私たちが利用するにはどれくらいかかるの

でしょうか。現状はどうなっているのでしょうか。 

回答 植え付けは６年前から始めています。青写真では散策路も通して一般市民の方も入林して

色々見ていただきたい。春先の花の咲くものとか、こぶしとか、それから秋には、山紅葉

などです。市民の民さんが入れるようになるには７・８年かかると思います。 

 現在、道路ができており、山歩きができるような靴を履いていただければ、遊べるように

なっています。植樹した場所も自由に見ていただけるようになっています。遊ぶ場所とし

てはもう少し時間がかかると思います。山菜の時期には、けっこう市民の方が入ってきま

す。 



質問 危険木の除去とか、散策路の整備とありますが、間伐したときに、その木の処理、撤去す

るにもトラック、或いはクリーンセンターに持って行ってもお金がかかると、その辺は支

出に盛り込まれているのですか。 

回答 重機を持って行って搬出とかは考えていません。利用方法は考えますが、大量にあるわけ

ではないので、危険木などあまり価値のないものは、横に置いておくという様な事も考え

なければならないと思います。 

質問 倒したままにしておくと、腐って雑菌が出て周辺の木に良くないと聞きますが。 

回答 それは種類にもよりますし、場所にもよります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉会 


